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れ
た
。
防
潮
堤
は
倒
壊
さ
れ
、
風
に
耐
え
る
鉄
筋
の
建

物
も
一
瞬
に
し
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
水
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
た
と
え
ば
有
効
落
差
一
〇
〇
㍍
の
位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
算
し
て
求
め
て
み

よ
う
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
は
平
方
㍍
あ
た
り

四
万
三
、五
〇
〇
㌔
㍗
に
も
な
り
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
強
さ
の
四
万
倍
以
上
に
も
な
る
。
水
の
パ
ワ
ー
は
強

力
で
、
現
在
、
水
力
発
電
は
発
電
技
術
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
で
は
、
現
代
の
主
要
な
動
力
源

で
あ
る
火
力
発
電
の
水
蒸
気
は
ど
の
程
度
の
大
き
さ
な

の
だ
ろ
う
か
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
駆
動
す
る
超
々
臨
界

圧
の
水
蒸
気
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
を
計
算
し
て
み

る
と
、
そ
の
大
き
さ
は
な
ん
と
平
方
㍍
あ
た
り

二
三
七
万
㌔
㍗
に
も
な
る
。
そ
の
パ
ワ
ー
は
太
陽
光
の

二
三
七
万
倍
に
相
当
し
、
高
温
高
圧
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
大
き
さ
が
い
か
に
大
き
い

か
が
分
か
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
大
き
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
使
う
ほ
ど
動
力
機
関
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
、

そ
の
分
、
設
備
コ
ス
ト
も
安
く
な
る
。
産
業
革
命
以
降
、

進
歩
し
て
き
た
熱
機
関
が
動
力
機
関
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
動
力
技
術
か
ら
高
出
力
を
得
る
た
め
に
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
経
済
性

ー
の
一
万
倍
以
上
に
も
な
る
。
地
球
に
降
り
注
ぐ
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
〇
・
〇
一
％
を
利
用
す
れ
ば
、
化
石
燃

料
や
原
子
力
に
依
存
し
な
く
て
も
済
み
、
地
球
温
暖
化

問
題
や
原
子
力
事
故
の
不
安
も
な
く
な
る
。
そ
れ
を
国

内
で
調
達
す
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
高
ま
り
、

石
油
の
供
給
途
絶
や
価
格
高
騰
の
不
安
も
な
く
な
る
。

環
境
に
も
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
を
放
出
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
大
気
汚
染
と
な
る
硫

黄
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
、
そ
れ
に
煤
塵
も
出
さ
な
い

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
燃
料
タ
ン

ク
の
火
災
や
原
子
力
事
故
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
を
惹

き
起
こ
す
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
だ
け
数
多
く
の
利
点
を

持
ち
な
が
ら
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
八
〇
％
以
上
は

広
大
な
面
積
が
必
要
と
な
る
。
発
電
出
力
二
、〇
〇
〇

㌔
㍗
の
太
陽
光
発
電
の
電
池
パ
ネ
ル
の
面
積
は
約
二
万

平
方
㍍
で
、
風
力
発
電
の
場
合
は
ブ
レ
ー
ド
直
径
が

一
〇
〇
㍍
以
上
に
な
る
。
そ
の
出
力
で
あ
れ
ば
火
力
発

電
の
タ
ー
ビ
ン
直
径
は
一
㍍
程
度
で
あ
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
設
備
で
火
力
発
電
と
同
じ
電

気
出
力
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
設
備
は
か
な
り
大

型
に
な
り
、
建
設
単
価
が
高
く
な
る
。
高
価
な
設
備
は

で
き
る
だ
け
長
く
稼
働
し
て
、
投
資
費
用
を
早
く
回
収

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
太
陽
光
発
電
や
風

力
発
電
は
自
然
任
せ
の
発
電
技
術
で
あ
る
た
め
に
、
稼

働
率
は
気
象
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　

日
本
で
の
平
均
的
な
年
設
備
利
用
率
は
、
太
陽
光
発

電
で
一
二
％
程
度
、
風
力
発
電
の
場
合
は
地
点
で
大
き

く
変
動
す
る
が
一
〇
か
ら
二
五
％
程
度
で
あ
る
。
貯
蔵

で
き
る
燃
料
を
使
う
火
力
発
電
が
、
七
〇
か
ら
八
〇
％

で
稼
働
で
き
る
の
で
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
発
電
コ
ス
ト
の
差
で
示
さ
れ
、
化
石

燃
料
の
価
格
が
か
な
り
高
騰
し
な
け
れ
ば
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
経
済
的
に
優
位
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
。
現
在
、

原
油
の
値
段
は
需
給
逼
迫
等
に
よ
っ
て
一
バ
レ
ル

一
〇
〇
ド
ル
以
上
に
ま
で
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

生
産
コ
ス
ト
は
二
〇
ド
ル
以
下
で
あ
る
。
生
産
コ
ス
ト

を
一
㍑
あ
た
り
で
計
算
す
る
と
一
〇
円
で
あ
り
、
ミ
ネ

ラ
ル
水
よ
り
も
は
る
か
に
安
い
。

化
石
燃
料
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
普
及
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
低
さ
だ
。

太
陽
が
地
表
に
降
り
注
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
表
面
積

で
平
方
㍍
あ
た
り
約
一
㌔
㍗
で
あ
る
。
風
は
、
毎
秒

二
〇
㍍
の
風
速
に
な
る
と
人
が
立
っ
て
い
る
の
が
難
し

く
な
る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
は
平
方
㍍
あ
た
り

五
・
二
㌔
㍗
で
、
地
表
に
降
り
注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
五
倍
以
上
に
な
る
。

　

水
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
は
さ
ら
に
大
き
い
。

津
波
の
脅
威
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
思
い
知
ら
さ

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
違
い

　

さ
ら
に
、
自
然
任
せ
で
発
電
す
る
太
陽
光
と
風
力
は
、

設
備
の
価
値
が
低
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
わ
が
国

で
は
夏
の
七
月
末
頃
の
昼
間
に
電
力
負
荷
の
ピ
ー
ク
が

発
生
す
る
。
そ
の
時
に
必
ず
し
も
太
陽
が
燦
々
と
輝
い

て
発
電
で
き
る
保
証
は
な
い
。
ま
た
強
風
が
吹
い
て
風

力
発
電
が
定
格
出
力
で
運
転
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
う
い
っ
た
電
源
が
大
量
に
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、

停
電
し
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
最
大
負
荷
に
合
わ
せ
て

火
力
、
原
子
力
、
水
力
の
発
電
設
備
を
用
意
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
蓄
電
池
を
大
量
に
導
入
す
れ
ば
太
陽
光

や
風
力
だ
け
で
電
力
供
給
を
賄
う
こ
と
は
可
能
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
発
電
コ
ス
ト
を
つ
り
上
げ
る
こ
と
に

な
る
。
火
力
や
原
子
力
で
あ
れ
ば
㌔
㍗
時
あ
た
り
一
〇

円
以
下
の
発
電
コ
ス
ト
で
あ
る
が
、
蓄
電
池
を
含
め
て

太
陽
光
や
風
力
の
発
電
設
備
を
導
入
す
る
と
、
四
五
円

か
ら
八
五
円
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
高
く
な

っ
て
も
国
民
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
導
入

が
進
む
が
、
国
際
社
会
で
熾
烈
な
市
場
競
争
を
し
て
い

る
企
業
に
と
っ
て
は
か
な
り
重
い
負
担
と
な
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
経
済
的
に
見
て
簡
単
で
は

な
い
。
そ
の
設
備
や
建
設
の
コ
ス
ト
を
さ
ら
に
低
減
し

て
い
く
努
力
が
企
業
に
求
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
環
境

と
安
全
に
優
れ
た
特
性
を
外
部
コ
ス
ト
と
し
て
負
担
す

る
国
民
的
な
理
解
も
必
要
に
な
る
。

　

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
定
義
は
年
と
共
に
変
わ
り
、
現
在
は
〝
普
及
段
階

に
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞
で
、
太
陽
光
、
太
陽

熱
、
小
水
力
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
を
指
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
地
熱
以
外
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

起
源
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

太
陽
が
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大
で
あ
る
。
地
球

が
受
け
て
い
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
太
陽
が
放
出
し

て
い
る
熱
量
の
わ
ず
か
二
二
億
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
で
も
世
界
が
一
年
間
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大
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